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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
、
利
用
者
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま

の
事
業
全
般
に
わ
た
り
格
段
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
世
界
各
地
で
記
録
的
な
猛
暑
、
豪
雨
、
干
ば
つ
な
ど
、
異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
た

年
で
し
た
。
国
内
で
も
西
日
本
豪
雨
災
害
や
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が
発
生
し
た
ほ
か
、
本

県
に
お
い
て
は
台
風
24
号
が
猛
威
を
振
る
い
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
管
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
霧
島
連
山
・
硫
黄
山
噴
火
の
影
響
で
、
伊
佐
市
で
は
昨
年
、

川
内
川
か
ら
取
水
す
る
水
田
で
の
作
付
け
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
資
金
相
談
な
ど
の
支
援
に
取
り
組
む
窓
口
の
設
置
、
水

稲
肥
料
、
農
薬
、
種
も
み
な
ど
返
品
の
受
け
付
け
、
代
替
作
物
の
種
子
確
保
な
ど
Ｊ
Ａ
県
経

済
連
と
連
携
し
対
策
に
努
め
ま
し
た
。
本
年
は
稲
作
の
再
開
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
被
災

イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
に
努
め
販
売
促
進
に
力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
農
家
戸
数
の
減
少
や
高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、
生

組
合
員
の
力
を
結
集
し

協
同
組
合
ら
し
い
事
業
・
活
動
を
展
開

代
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産
基
盤
の
急
激
な
縮
小
・
弱
体
化
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
国
際
貿
易
交
渉
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11

（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
が
発
効
さ
れ
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
協
定
に
つ
い
て
は
本
年
２
月
に
も
発

効
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
日
米
物
品
貿
易
協
定
の
交
渉
開
始
が
合
意
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
国
内
農
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
薩
摩
中
央
家
畜
市
場
の
子
牛
価
格
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高

値
取
引
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。
生
産
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
増
頭
対
策
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
銘
柄
確
立
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
日
本
穀

物
検
定
協
会
の
米
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
当
地
域
の
県
北
産
「
あ
き
ほ
な
み
」
が
５

年
連
続
で
特
Ａ
を
獲
得
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
年
、
山
形
県
庄
内
町
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本

一
お
い
し
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
プ
レ
ミ
ア
ム
部
門
で
、
さ
つ
ま
町
産
「
あ
き
ほ
な
み
」
が

最
優
秀
金
賞
を
射
止
め
、
全
国
の
名
だ
た
る
産
地
を
抑
え
て
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
に
続
く
快
挙
で
、
Ｊ
Ａ
管
内
の
米
の
評
価
が
上
が
る
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
生
産
者
の
皆
様
に
は
よ
り
一
層
、
食
味
良
好
な
米
の
生
産
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
農
協
改
革
の
正
念
場
と
し
て
、
経
営
理
念
で
あ
る
「
農
業
を
振
興
し
食
と
農
と

水
を
守
り
、
人
づ
く
り
・
組
織
づ
く
り
を
通
じ
て
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目

指
す
」
こ
と
を
目
的
に
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」

を
柱
と
し
、
コ
ス
ト
抑
制
対
策
や
農
産
物
の
販
売
強
化
対
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
自
己
改
革
に
集
中
的
に
取
り
組
み
、
農
業
と
く
ら
し
の
発

展
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
Ｊ
Ａ
で
は
、
組
合
員
の
力
を
結
集
し
て
協
同
組
合
ら
し
い
事
業
・
活
動
を
展
開

し
、
真
に
評
価
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
本
年
も
組
合
員
を
は
じ

め
利
用
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
や
か
で
素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
果
樹
部
会
川
内
き
ん
か

ん
専
門
部
会
は
11
月
22
日
、
薩
摩
川
内
市

入
来
町
の
㈲
中
之
原
製
茶
き
ん
か
ん
園
で
、

鹿
児
島
き
ん
か
ん
「
い
り
き
」
の
は
さ
み

入
れ
式
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
開
花
の

ば
ら
つ
き
や
台
風
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
玉
伸
び
や
色
づ
き
、
糖
度
な
ど

生
育
も
順
調
で
、
良
好
な
仕
上
が
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
市
で
は
昭
和
58
年
に
栽
培
が
始
ま
り

ま
し
た
。
現
在
の
部
会
員
は
59
人
で
ハ
ウ

ス
面
積
11
・
６
㌶
。
生
産
技
術
の
高
位
平

準
化
や
品
質
の
向
上
に
取
り
組
み
、「
か

ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
産
地
」
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

主
な
出
荷
先
は
関
東
・
関
西
市
場
。
平

成
30
年
産
は
共
販
量
２
９
０
㌧
、
販
売
単

価
８
５
０
円
、
販
売
額
２
億
４
６
５
０
万

円
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

式
に
は
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、
行
政
、
市
場

関
係
者
ら
約
70
人
が
参
加
し
、
髙
木
成
寛

部
会
長
（
64
）
が
「
生
で
食
べ
ら
れ
る
キ

ン
カ
ン
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
売
上
を
伸

ば
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
関

係
者
が
１
個
ず
つ
丁
寧
に
は
さ
み
を
入
れ
、

収
穫
を
祝
い
ま
し
た
。

選
果
選
別
の
徹
底
確
認

さ
つ
ま
金
柑
専
門
部
会
目
揃
え
会

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
さ
つ
ま
金
柑
専
門
部

会
は
12
月
７
日
、
ハ
ウ
ス
キ
ン
カ
ン
の
本

格
的
な
出
荷
を
前
に
、
さ
つ
ま
町
で
目
揃

え
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者
が
集
ま
り
、

早
取
り
防
止
や
選
果
選
別
の
徹
底
に
努
め

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

同
部
会
は
22
人
で
栽
培
面
積
は
４
・
８

㌶
。
ハ
ー
ブ
の
抽
出
液
と
ペ
レ
ッ
ト
状
の

肥
料
を
定
期
的
に
土
壌
に
散
布
す
る
ス
テ

ビ
ア
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
甘
味

が
増
す
の
が
特
徴
で
、
市
場
の
評
価
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
産
は
台
風
の
影
響
で
風
傷
果
が
若

干
見
ら
れ
ま
す
が
、
生
育
は
順
調
で
味
、

着
色
、
品
質
と
も
良
好
で
す
。

　

３
月
上
旬
ま
で
東
京
、
名
古
屋
、
京
都

を
中
心
に
出
荷
し
ま
す
。
部
会
で
は
出
荷

量
90
㌧
、
約
７
０
０
０
万
円
の
売
上
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

さつま町でも出荷が本格化しています

黄
色
く
色
づ
い
た
キ
ン
カ
ン
を
丁
寧
に
収
穫
す
る
生
産
者

鹿
児
島
き
ん
か
ん「
い
り
き
」は
さ
み
入
れ

色
づ
き
、糖
度
◎

良
好
な
仕
上
が
り



　

山
形
県
庄
内
町
で
開
か
れ
た
「
第
12
回

あ
な
た
が
選
ぶ
日
本
一
お
い
し
い
米
コ
ン

テ
ス
ト
」
決
勝
大
会
の
プ
レ
ミ
ア
ム
部
門

で
、
さ
つ
ま
町
船
木
の
鍛
治
屋
公
貴
さ
ん

（
46
）
が
出
品
し
た
「
あ
き
ほ
な
み
」
が

最
優
秀
金
賞
を
射
止
め
、
悲
願
の
日
本
一

に
輝
き
ま
し
た
。

　

鍛
治
屋
さ
ん
は
12
月
３
日
、
Ｊ
Ａ
北
さ

つ
ま
本
所
を
訪
れ
、
春
田
和
則
組
合
長
に

受
賞
を
報
告
。「
決
ま
っ
た
瞬
間
、
驚
き

で
体
が
震
え
た
。
日
本
一
お
い
し
い
と
評

価
さ
れ
て
う
れ
し
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま

し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
全
国
か
ら
メ
ジ
ャ
ー

部
門
２
０
７
点
、
プ
レ
ミ
ア
ム
部
門
２
０

３
点
、
高
校
生
部
門
60
点
の
計
４
７
０
点
、

59
品
種
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
公
募
で
選

ば
れ
た
全
国
の
消
費
者
４
７
０
人
と
特
別

審
査
員
が
食
べ
比
べ
を
行
い
、
味
や
香
り
、

食
感
な
ど
を
総
合
的
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

鍛
治
屋
さ
ん
は
12
㌶
で
、
あ
き
ほ
な
み

や
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
な
ど
多
品
種
の
水
稲
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
第
８

回
大
会
か
ら
５
年
連
続
で
出
品
し
て
お
り
、

決
勝
大
会
進
出
は
２
回
目
。
全
国
の
名
だ

た
る
産
地
を
抑
え
、
快
挙
を
達
成
し
ま
し

た
。

　

受
賞
報
告
で
鍛
治
屋
さ
ん
は
「
今
で
も

信
じ
ら
れ
な
い
。
さ
つ
ま
の
米
を
全
国
に

ア
ピ
ー
ル
で
き
て
う
れ
し
い
。
今
後
も
お

い
し
い
米
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。
春
田
組
合
長
は「
全

共
に
続
き
、
米
も
日
本
一
に
輝
き
誇
ら
し

い
。
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
管
内
の
米
の
評
価
も

上
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
に
向
け
さ
ら
に
精
進
し
、
良
食
味
米

の
生
産
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と

ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

伊
佐
市
農
業
再
生
協
議
会
は
12
月
４
日

夜
、
市
役
所
菱
刈
庁
舎
で
臨
時
総
会
を
開

き
、
硫
黄
山
噴
火
の
影
響
で
川
内
川
か
ら

取
水
を
中
止
し
水
稲
作
付
け
を
断
念
し
た

水
田
で
、
平
成
31
年
度
は
稲
作
を
再
開
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　

総
会
で
は
、
鹿
児
島
県
川
内
川
水
質
問

題
対
策
本
部
会
議
で
示
さ
れ
た
川
内
川
の

水
質
結
果
、
代
替
水
源
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
を
報
告
。
市
で
は
川
内
川
に

水
質
監
視
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
、
水
質
の

異
常
を
感
知
し
た
場
合
、
遠
隔
操
作
で
２

カ
所
の
取
水
門
を
自
動
で
閉
じ
る
シ
ス
テ

ム
を
、
田
植
え
前
ま
で
に
整
備
す
る
と
説

明
し
ま
し
た
。

　

隈
元
新
市
長
は
「
協
議
会
の
判
断
を
尊

重
し
、
来
年
は
耕
作
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

再
び
水
質
が
悪
化
し
た
場
合
、
作
付
け
を

中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
え
る
。
最
悪
の
こ

と
を
想
定
し
、
野
菜
へ
の
転
換
や
他
品
種

の
作
物
づ
く
り
に
も
目
を
向
け
た
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

表
彰
式
で
最
優
秀
金
賞
を
受
賞
し
た
喜
び
を
語
る
鍛
治

屋
さ
ん（
山
形
県
庄
内
町
で
）

日
本
一
お
い
し
い
米
コ
ン
テ
ス
ト

鍛
治
屋
さ
ん
最
優
秀
金
賞

悲
願
の
日
本
一
。「
体
震
え
た
」

プ
レ
ミ
ア
ム
部
門

伊佐市農業再生協議会

稲作再開を決定
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東 西 南 北 TOPICS

　第 44 回ＪＡ農業機械大展示会が 11 月 15 ～ 17 日までの３
日間、霧島市溝辺町の鹿児島臨空団地でありました。今回は国
内外のメーカー 50 社が約１万点の農機具を展示。無人トラク
ターの実演など次世代スマート農業の紹介もあり、来場客の関
心を集めていました。
　ＪＡ県経済連では、トラクターの機種と販売台数を事前に決
めてメーカーと直接交渉することで、価格引き下げを実現。県
独自の特別推進品目として販売しました。また、南九州３県で
共同仕入れしたトラクターも、昨年に引き続き販売しました。

　さつま町の宮之城聖母幼稚園の園児 12 人が 11 月 19 日、Ｊ
Ａ北さつま本所を訪れ、感謝の手紙と壁飾りを贈りました。同
園では働く人々に感謝しようと、毎年勤労感謝の日の前に、Ｊ
Ａや役場などの事業所を訪問しています。
　園児は「いつも私たちのために働いてくださってありがとう。
おいしいご飯をいっぱい食べて大きくなります。これからも体
に気を付けて頑張って」と、感謝の手紙を読みました。かわい
い園児の心遣いに応対した春田和則組合長も「ありがとう」と
笑顔で話し掛け、お礼に菓子をプレゼントしました。

　平成 30 年度鹿児島県家の光大会が 12 月４日、鹿
児島市のＪＡ県会館でありました。記事活用体験発表
で、ＪＡ北さつま女性部伊佐支部の原薗ナルさんが優
秀賞を受賞しました。
　タイトルは「ありがとう！家の光」。原薗さんが「家
の光」と出合ったのは４歳の頃。挿絵や漫画、料理の
写真もあり、小さな子どもでも楽しい雑誌だと感じた
そうです。
　戦争で父を失った原薗さん。自分の体験を劇にして
平和の大切さを伝えようと、ＪＡ女性部員に声を掛け、
演劇部「ナル劇団」を立ち上げました。各イベントで
劇を披露し、小学校では平和についての講演も行いま
した。
　このような活動が「家の光」で紹介され、全国の購
読者から「感動した。涙を流しながら読んだ」などの
手紙が届き、大きな反響を呼んだことを紹介しました。
　原薗さんは「戦争の悲惨さ、平和を考える輪が『家
の光』を通じて、女性部にＪＡに、地域に、全国に広
がっていくのを実感した。この輪をなお一層広げてい
くことが私の使命だと確信している」と述べ、会場か
ら温かい拍手が送られました。

来場客の関心を集めたコスト低減農機コーナー

園児から春田組合長に感謝の手紙が贈られました

体
験
発
表
で
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
る
原
薗
さ
ん

宮之城聖母幼稚園の園児がＪＡ訪問

「ありがとう」と感謝の手紙

鹿児島県家の光大会

原薗さんが平和の大切さ訴える

第44回ＪＡ農業機械大展示会

トラクターの価格引き下げ実現



9

TOPICS

　伊佐市内の大口、伊佐農林、大口明光の３高校が 11 月 25 日、
曽木の滝公園で開かれた第 57 回もみじ祭りで、伊佐米を使っ
た「いさ丼」を販売しました。
　風評被害をなくし、伊佐米のおいしさと安全性をＰＲしよう
と企画。地元ラーメン店とコラボした「塩チャーシュースープ
飯」や、「ローストビーフ丼」「チーズダッカルビ丼」の３品を
販売し、人気を集めました。
　食べ比べをした女性は「良い味付けでおいしい。頑張って作
る生徒の姿を見て応援したくなった」と話していました。「いさ丼」で伊佐米をＰＲする高校生

大口、伊佐農林、大口明光の３高校

「いさ丼」で伊佐米をＰＲ

　ＪＡ共済鹿児島県小・中学生書道コンクール及び交通安全ポ
スターコンクール表彰式が 12 月１日、鹿児島市のＪＡ県会館
で行われました。
　交通安全ポスターで、さつま町立宮之城中学校３年の下別府
心奈さんがＪＡ共済連鹿児島賞に選ばれたほか、学校賞を伊佐
市立山野小学校（ポスター）と薩摩川内市立川内中央中学校（書
道）が受賞しました。
　書道の部には３万 7881 点、ポスターの部には 3679 点の応
募がありました。ＪＡ共済連鹿児島賞を受賞した下別府さん㊧

ＪＡ共済書道・ポスターコンクール

下別府さんがＪＡ共済連賞受賞

　伊佐市菱刈の湯之尾神社で 11 月 23 日夜、鹿児島県指定無
形民俗文化財の「湯之尾神舞」が奉納されました。今回は伝承
されている 26 番のうち、18 番の舞が披露され、境内を埋め尽
くした神楽ファンを魅了しました。
　五穀豊穣と無病息災を祈願する神舞は 500 年以上の歴史が
あります。特設舞台では太鼓や笛の音に合わせ、「一番舞」や「四
方神楽」など優雅な舞が次々に披露されました。
　また、午前中には豊祭（ほぜまつり）もあり、浜下りや子ど
もみこしなどが行われ、地域住民を楽しませていました。 太鼓や笛の音に合わせ18番の舞が披露されました

湯之尾神舞を奉納

優雅な舞で神楽ファン魅了

　平成 30 年度川薩地区青年農業者会議及び担い手組織研修会
が 11 月 22 日、さつま町のひかり別館でありました。若手農
業者や認定農業者ら約 80 人が参加し、農業経営や地域振興に
向けた課題・対策について考えました。
　会議では、日頃実践している農業技術と経営の課題解決活動
の成果をまとめたプロジェクト発表や、農業経営の確立を目指
す輝けトーク、高校生意見発表などがありました。
　また、「雇用問題をどう解決するか」をテーマにパネルディ
スカッションもあり、活発な意見が交わされました。 さつま町のイチゴを全国に発信したいと語る高校生

川薩地区青年農業者会議・担い手組織研修会

経営や地域振興などで意見交換
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両
親
の
働
く
姿
を
見
て
農
業
に
あ
こ
が

れ
、
中
学
生
の
頃
、
農
家
に
な
る
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。
県
立
農
業
大
学
校
を
卒

業
し
就
農
。現
在
で
は
水
稲
を
中
心
に「
金

山
ね
ぎ
」、
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
を
栽
培
し
、

生
産
牛
の
飼
養
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
は
硫
黄
山
噴
火
に
よ
る
影
響

で
、
伊
佐
市
で
は
川
内
川
か
ら
取
水
す
る

一
部
の
水
田
で
稲
作
を
中
止
し
ま
し
た
。

伊
佐
米
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
た
め
、
苦
渋
の

決
断
で
し
た
。

　

大
塚
さ
ん
の
水
田
で
は
、
病
害
虫
の
発

生
や
台
風
の
被
害
も
な
く
順
調
に
生
育
し
、

立
派
な
稲
穂
が
実
り
ま
し
た
。「
米
に
と
っ

て
水
は
欠
か
せ
な
い
。
水
の
あ
り
が
た
み

を
実
感
し
た
年
だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま

し
た
。

　

県
農
協
青
壮
年
組
織
協
議
会
委
員
長
を

務
め
て
お
り
、
若
手
農
業
者
の
リ
ー
ダ
ー

的
存
在
で
す
。「
鹿
児
島
の
農
業
を
若
い

力
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め

に
も
Ｊ
Ａ
に
は
、
農
家
の
跡
取
り
が
ス

ム
ー
ズ
に
農
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
環

境
づ
く
り
な
ど
後
継
者
支
援
に
力
を
入
れ

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
営
農
指
導
体
制

を
強
化
し
、
生
産
者
の
現
状
を
把
握
し
た

き
め
細
か
な
指
導
を
お
願
い
し
た
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

　

伊
佐
地
区
は
県
内
有
数
の
米
ど
こ
ろ
で

す
が
農
家
の
高
齢
化
が
進
み
、
生
産
基
盤

の
縮
小
・
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。「
わ

れ
わ
れ
若
手
は
地
域
の
水
田
を
守
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
今
年
も
頑
張
っ
て
お
い

し
い
米
作
り
に
励
み
、
伊
佐
米
ブ
ラ
ン
ド

を
発
展
さ
せ
た
い
」
と
、
力
強
く
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

大
おおつか

塚　公
こういち

一さん（39） 伊佐市菱刈田中
キ
ラ
リ
輝
く

■ 

経
営
品
目

☆
水
稲　

８
㌶

☆
金
山
ね
ぎ　

80
㌃

☆
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン　

10
㌃

☆
生
産
牛　

８
頭

伊佐米ブランドを発展させたい

番
外
編
・
日
本
農
業
新
聞
新
春
企
画

１
０
０
人
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル



ほほえみ通信
～女性部のひろば～絆

　ＪＡ北さつま・ＪＡ厚生連では、総合的な健康診断
として人間ドックを行っています。
　ぜひ人間ドックを受けて健康づくりに役立てて
ください。申し込みと問い合わせは、ＪＡ本所福
祉課（０９９６）５３－１１３１、川内総務経済
課（０９９６）２７－０１９１、伊佐総務経済課
（０９９５）２４－２６０７へ。

受診日 支所名 コース 募集人員
１／１０ さつま 一般 １０人
１／１１ 伊佐 一般 １０人
１／１１ 伊佐 女性 １０人
１／２２ 川内 一般 ５人
１／２２ 川内 女性 ５人
１／２４ こしき 一般 ２人
１／３１ さつま 一般 １０人
２／７ 伊佐 一般 ５人
２／１２ さつま 一般 １０人

　伊佐市立羽月西小学校で11月16日、東日本大震災
で被災した宮城県南三陸町に届ける干し柿作りが行わ
れました。ＪＡ北さつま女性部伊佐支部からも12人
が参加し、皮むきなどの作業を手伝い、オレンジ色に
染まる“柿のカーテン”に復興の願いを込めました。
　同校の干し柿作りは、被災地の高齢者を励まそうと
６年前に始まりました。ＪＡ女性部が中心となって市
内で柿を探し回り、約2000個を集めました。森吉美
咲生活指導員は「今年は裏作で探すのが大変だったけ
ど、いろんな人の協力で確保できた。感謝している」
と話しました。
　児童らは柿の皮を丁寧にむき、ひもに結んでから熱
湯に漬け、渡り廊下につるしました。干し柿は南三陸
町社会福祉協議会に届け、デイサービス利用者らにク
リスマスプレゼントとして配られました。
　ＪＡ女性部の帖佐敦子さんは「南三陸町の人も喜ん
でくれていてやりがいがある。今年も甘くておいしい
干し柿をいっぱい食べて、元気を出してほしい」と語
りました。

　さつま地区農業祭、伊佐ふるさとまつり、薩摩川内
市産業祭＆ＪＡフェスタで、女性部の飲食コーナーが
人気を集めました。うどんやそば、おにぎりなどを販
売。「温かくておいしい」と、おふくろの味が好評で
した。
　さつま地区の湯田支部は古布を使ったおしゃれな小
物を販売しました。● 復興願い干し柿作り ●

● おふくろの味が好評 ●

人間ドックのご案内

子
牛
平
均
88
万
円

　

薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
12
月
6
、
7
日

の
２
日
間
、
子
牛
せ
り
市
が
あ
り
ま
し
た
。

１
頭
当
た
り
の
平
均
価
格
は
88
万
５
８
５

１
円
で
、
前
回
（
11
月
）
を
１
万
１
７
５

１
円
上
回
り
ま
し
た
。
最
高
値
は
雌
が
１

４
８
万
５
０
０
０
円
、
去
勢
は
１
５
０
万

５
５
２
０
円
で
し
た
。

薩摩中央家畜市場　2018年12月6日～ 7日

入 場 頭 数 617頭
売 却 頭 数 607頭

入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均
体重

kg
単価 前回比

雌 288 278 1,485,000 245,160 861,141 282 3,056 36,998
雄
去 329 329 1,505,520 47,520 906,731 307 2,956 ▲12,815
総 平 均 値 885,851 円　　　
前 回 比 11,751 円　高値
総 売 上 高 537,711,480 円　　　

子牛せり市成績表（税込み）
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板木技術士事務所●板木利隆

ニラは早めの株分けと更新

　

肉
と
の
料
理
の
相
性
が
良
く
、
ス
タ

ミ
ナ
料
理
な
ど
に
親
し
ま
れ
る
ニ
ラ
は
、

多
年
草
で
一
度
植
え
て
お
け
ば
、
毎
年
、

年
に
数
回
収
穫
で
き
る
の
で
、
家
庭
菜

園
に
適
し
た
野
菜
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
い
く
ら
強
い
と
い
っ
て
も
2

〜
3
年
取
り
続
け
る
と
、
株
が
密
生
気

味
と
な
り
、
幅
広
で
厚
み
の
あ
る
良
い

葉
が
収
穫
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
な
る
前
に
早
め
に
株
分
け
し
、

更
新
す
る
の
が
得
策
で
す
。

　

株
分
け
に
一
番
良
い
時
期
は
、
葉
が

枯
れ
根
株
が
休
眠
状
態
に
入
っ
て
い
る

冬
の
間
で
す
。
こ
の
頃
は
根
に
栄
養
が

十
分
蓄
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
断
根
や

株
の
分
割
と
い
う
荒
療
治
を
し
て
も
、

傷
み
が
少
な
く
、
作
業
が
し
や
す
い
か

ら
で
す
。

　

株
分
け
の
方
法
は
、
ま
ず
地
上
に

残
っ
て
い
る
枯
れ
葉
を
、
5
ｃ
ｍ
ぐ
ら

い
の
高
さ
で
、
鎌
で
き
れ
い
に
刈
り
取

り
ま
す
。
そ
し
て
株
の
周
り
に
く
わ
か

ス
コ
ッ
プ
を
大
き
く
打
ち
込
ん
で
、
根

株
を
土
か
ら
掘
り
起
こ
し
ま
す
。
根
は

強
大
で
、
密
に
広
範
に
広
が
っ
て
い
る

の
で
、
全
て
を
一
気
に
掘
り
取
れ
な
い

の
で
、
中
途
で
縦
に
切
断
し
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

　

掘
り
上
げ
た
ら
土
を
振
る
い
落
と
し
、

指
先
に
大
き
く
力
を
入
れ
て
大
割
り
し
、

さ
ら
に
小
割
り
し
て
、
図
の
よ
う
に
2

〜
3
本
ず
つ
に
分
割
し
ま
す
。
こ
れ
を

2
〜
3
個
ま
と
め
て
、
20
〜
25
ｃ
ｍ
の

株
間
に
植
え
付
け
ま
す
。

　

植
え
溝
は
事
前
に
、
8
〜
10
ｃ
ｍ
ぐ

ら
い
に
深
め
に
掘
り
、
元
肥
と
し
て
堆

肥
や
油
か
す
、
緩
効
性
の
化
成
肥
料
な

ど
を
十
分
に
施
し
て
お
き
ま
す
。
植
え

る
際
に
は
、
根
株
を
束
ね
な
い
で
、
平

置
き
に
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

溝
は
深
め
に
掘
っ
て
植
え
た
根
株
を

寒
気
や
乾
燥
か
ら
も
守
っ
て
や
り
ま
す
。

覆
土
は
株
の
上
部
が
や
や
出
る
く
ら
い

に
と
ど
め
て
お
き
、
や
が
て
新
葉
が
伸

び
だ
し
て
き
た
ら
、
葉
先
を
埋
め
な
い

よ
う
注
意
し
な
が
ら
、
2
回
ほ
ど
覆
土

を
し
て
、
溝
が
埋
ま
る
よ
う
に
管
理
し

ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
春
に
は
見
違
え
る
ほ
ど

に
、
勢
い
の
良
い
、
良
質
な
ニ
ラ
に
な

り
ま
す
。

　

株
が
増
え
て
き
た
ら
銀
色
の

フ
ィ
ル
ム
を
畝
上
に
二
重
掛
け

し
、
さ
ら
に
黒
色
フ
ィ
ル
ム
で

覆
い
、
黄
ニ
ラ
に
育
て
て
み
る

の
も
楽
し
み
で
す
。
な
お
、
販

売
用
の
高
品
質
な
物
は
、
毎
年

種
ま
き
し
て
育
て
た
苗
を
植
え

て
、
年
間
随
時
販
売
す
る
物
で
、

通
常
古
株
は
利
用
し
ま
せ
ん
。

こんにちはAコープです!
今年もAコープは、組合員の皆様の暮らしのお手伝いをするため、

「地産地消」「安心・安全」にこだわった商品を取り揃え、
皆様のご来店を心よりお待ちしております。

ＪＡ北さつま管内Ａコープ店長一同

今年もＡコープを
よろしくお願いします！

詳しくは、左記店舗にお問い合わせください。

飽きない献立のお弁当を、月～金曜日の５日間、毎日お届けします。
レンジで温めるだけのお弁当・おかずです。
一人暮らしで食事づくりが大変な方、仕事や子育てで忙しい方など、
どうぞご利用ください。

※配達エリア・・各店舗より約３㎞の圏内とさせていただきます。

夕食宅配ご注文承り中！

受付時間：１０時～１７時

川　内　店　0996-27-1122
市 比 野 店　0996-38-1089
ひしかり店　0995-24-1220

エーコープ

※写真は一例ですお弁当コース

今年も
、元気に頑張ります！



①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
経
営
企
画
室

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係
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二重マスの文字をA～Eの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■ヨコのカギ ■タテのカギ

郵便はがきに①答え②郵便番号
③住所④氏名⑤年齢⑥意見・感想な
どを書いて、左記の宛先まで送って
ください。正解者の中から抽選で10
名の方に粗品をプレゼントします。
締切は1月25日。（クイズの応募で
取得した個人情報については、これ
以外には使用いたしません）

輪郭を描いた紙に目や鼻などの
パーツを並べて遊びます
１、２、３や一、二、三など
『春の海』や『六段の調（しらべ）』
を奏でる楽器
小銭入れに入れる物
鹿児島産焼酎の原料の多くはこれ
空からちらちらと降ってきます
山田太郎さんだったらＴ・Ｙ
怒ると頭に生えるかも
車窓を流れていくもの
剣道で使う武具
ご来光を見るために登る人もいま
す

障子よりは破れにくそうな建具
彼は──東西の文学に詳しい
素振り中のバットが切るもの
テンサイなどから作られる調味料
漫談家が巧みな──で場を沸かせ
た
カキやタイラギ、トコブシなど
──考査。──手当
寒い日には氷が張ることも
平成31年の十二支は
闘鶏に使われる鳥。漢字で書くと
軍鶏
農具や収穫物を入れておく建物
壁の──から風が吹き込んだ
旅客機に乗ってためる人もいます

1

2
3

4
6
8
10
12
14
16
18

1
3
5
6
7

9
11
13
15
17

19
20
21

　第９回理事会を11月30日に開き、次の事項
について協議しました。
【議案】
①ＪＡ北さつま人づくり方針の策定について
②教育規程の一部改定について
③事業継続計画（ＢＣＰ）について
④次期役員改選期における役員定数及び常勤
理事体制のあり方について
⑤固定資産取得について
⑥組合員に対する貸付について
⑦組合と理事との契約について
【報告】
①平成30年度全国監査機構期中監査Ⅰの監
査回答書について
②平成30年度全国監査機構期中監査Ⅱの実
施について
③職員教育研修実施要領の一部改定について
④平成30年度集落・営農座談会開催要領につ
いて
⑤自己改革重点取組の８月末進捗状況につい
て
⑥不祥事再発防止策にかかる履行状況（10
月）について
⑦金融・共済ＡＤＲ（相談・苦情等対応状況）報
告について
⑧ＪＡ北さつまクレドカードの作成及び活用
について
⑨2019年新春企画旅行「異国情緒の街長崎と
ペンギン水族館２日間の旅」開催要領につ
いて
⑩年末年始の業務について
⑪平成30年度共済ＥＳ調査の実施について
⑫平成30年度ＪＡ共済コンプライアンス点
検結果報告について
⑬共済収納システムの変更について
⑭平成30年度ＪＡバンクウィンターキャン
ペーン実績について
⑮平成30年産米集荷・検査状況報告について
⑯共済速報について
⑰子牛・成牛せり市実績について

理事会だより

応募方法

11月号当選者発表 12月号の解答

当選者は２月号で発表します。

　11月号「パズル？　頭の体操」
当選者は次の方々に決まりまし
た。おめでとうございます。

▽手島洋子さん ▽萩田藤衛さん

▽岩元君代さん ▽植囿澄子さん

▽森園千里さん ▽田島清子さん

▽佐野町子さん ▽天立テル子さん

▽有馬貢さん ▽濱島美智子さん

ト シ ワ ス

何かと便利な「農協共通商品券」
お買い求めは、お近くのＪＡ窓口で

農協共通商品券の
ご案内

レ
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Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
と

役
職
員
が
意
見
交
換

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
青
壮
年
部
は
12
月
７
日
、

Ｊ
Ａ
本
所
で
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
と
意
見
交
換

会
を
開
き
ま
し
た
。
若
手
農
家
の
声
を
Ｊ

Ａ
事
業
に
反
映
さ
せ
る
の
が
目
的
。
さ
つ

ま
、
伊
佐
地
区
両
青
壮
年
部
の
役
員
ら
16

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
自
己
改
革
の
取
り
組
み
や
、

今
後
の
事
業
計
画
の
考
え
方
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
青
壮
年
部
組
織
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
青
壮
年
部
広
報
誌
の
発
行

や
食
農
教
育
の
実
践
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
、
支
援
活
動
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

青
壮
年
部
か
ら
は
、
人
材
不
足
を
補
う

た
め
の
農
家
支
援
隊
の
設
立
や
、
交
流
サ

イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
使
っ
た
農
産
物
Ｐ
Ｒ
、

営
農
指
導
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
情
報
通

信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
し
た
畜
産
振

興
な
ど
の
要
望
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
と

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
地
区
青
壮
年
部
の
小
山
栄
一
郎

副
部
長
は
「
昨
年
に
続
き
、
現
場
の
声
を

聞
い
て
も
ら
い
心
強
く
感
じ
た
。
良
い
農

畜
産
物
を
生
産
し
Ｊ
Ａ
に
出
荷
す
る
の
が

自
分
た
ち
の
役
目
。
生
産
性
を
上
げ
ら
れ

る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
域
農
業
発
展
目
指
し

組
合
員
と
の
対
話
重
視

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
で
は
、
自
己
改
革
の
実

践
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、

組
合
員
や
地
域
住
民
に
「
農
業
所
得
の
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性

化
」
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
の
説
明
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
会
合
や
座
談
会
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
配
布
し
、
組
合
員
・
地

域
住
民
と
の
対
話
に
努
め
、
農
業
と
く
ら

し
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
、
経
営
理
念
を
浸
透

さ
せ
る
た
め
ク
レ
ド
カ
ー
ド
を
作
成
し
ま

し
た
。
全
役
職
員
が
携
帯
し
活
用
す
る
こ

と
で
、
目
標
の
共
有
化
を
図
り
、
自
主
・

自
律
的
に
行
動
で
き
る
職
員
の
育
成
を
目

指
し
ま
す
。

　

ク
レ
ド
と
は
、ラ
テ
ン
語
で
「
志
」「
信

条
」「
約
束
」
を
意
味
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
は
「
経
営
理
念
」
を
表
し
ま
す
。

　

カ
ー
ド
は
名
刺
サ
イ
ズ
の
三
つ
折
り
で
、

携
帯
し
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
経
営
理

念
や
役
職
員
の
行
動
規
範
、
Ｊ
Ａ
綱
領
、

10
の
質
問
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
電
話
帳
を

記
載
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
、
朝
礼
や
会
議
、
研
修
会
な

ど
で
経
営
理
念
や
行
動
規
範
、
Ｊ
Ａ
綱
領

を
復
唱
し
浸
透
に
努
め
ま
す
。

活発な意見交換が行われました

ＪＡ北さつまが作成したクレドカード

ク
レ
ド
カ
ー
ド
を
作
成
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今月の表紙 すまいるキッズ

坂
さかぐち

口　結
ゆ あ

葵ちゃん（2）

☆好きな食べ物は
結葵ちゃん「キュウリとバナナ」

☆好きなアニメは？
結葵ちゃん「アンパンマン」

新春ローン相談会
　各種ローンについての無料相談会を開催いたしま
す。お気軽にご相談ください。

【さつま】　☆開催場所　本所２階営農センター
　　　　　☆開催日　　１月２０日（日）
　　　　　☆開催時間　９：００～１５：００

【川　内】　☆開催場所　川内総合支所
　　　　　☆開催日　　１月２０日（日）
　　　　　☆開催時間　９：００～１５：００

【伊　佐】　☆開催場所　伊佐総合支所
　　　　　☆開催日　　１月２０日（日）
　　　　　☆開催時間　９：００～１５：００

北さつま農業協同組合
ルミエールさつま紫泉閣

0120-174-244
薩摩郡さつま町轟町12-4

ルミエール孔明閣

0120-091-059
薩摩郡川内市永利町666-4

ルミエール伊佐忠元

0120-098-313
伊佐市大口原田2275-2
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編
集
・
発
行
／
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
・
経
営
企
画
室

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５
番
地

電
話
 ０
９
９
６
（
５
３
）
１
１
２
１
（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.ja
-k
ita
sa
tsu
m
a
.o
r.jp/

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
４
枚
の
葉
は

さ
つ
ま
川
内
・
さ
つ
ま
・
伊
佐
と
組
合
員
の
絆
を
イ
メ
ー
ジ
。

Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
で
多
く
の
方
々
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

January. 2019

N
o.1
0
6

板木技術士事務所●板木利隆

栄養豊か花も楽しめるオクラ

1
CLO

VER
CLO

VER
■人気商品 

いさひかり

■お薦め商品

ふるさと納税返礼品の申し込み・問い合わせは、さつま町・伊佐市・薩摩川内市の各役所へ

梅ちゃんスカッシュ

さつま米
（米・おこわセット）

たけのこ詰合せセット鹿児島黒牛「ＪＡ北さつま牛」セット

JA北さつま 〒895-1811　薩摩郡さつま町虎居745　℡0996-53-0940（生活課）

JA北さつま

ギフトカタログ
季節を贈る、旬を味わう。

■ご注文について
※当カタログに掲載している商品の価格表示は、送料別の料金です。
※牛肉、一部焼酎については送料込みとなっております。
※ご注文前に必ず送料をご確認の上お申込ください。
　（各地域ごとの送料はご注文用紙をご覧ください。）
・送り先が同じで同梱包可能な場合、送料は片方のみかかります。
・合計重量や荷姿で同梱包できない場合もあります。詳しくはお問い合わせください。

■ご注文方法

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
北さつま農業協同組合 本所（生活課）
別紙の FAX 用紙に必要事項をご記入の上、上記までお送りください。

【お問合わせ】〒 895-1811 薩摩郡さつま町虎居 745 TEL：0996-53-0940（生活課）

FAX
0996-53-2755

申込番号 K-101

本体
価格

いさひかり

伊佐産ひのひかり５kg
2,000円（1,852 円）

申込番号 ＮK-002

本体
価格

こずえそば Ｂセット

10食セット
そば１袋170g×10／つゆ270cc×10

5,000円

申込番号 ＮK-001

本体
価格

こずえそば Aセット

５食セット
そば１袋170g×５／つゆ270cc×５

3,000円

申込番号 ＮK-004

本体
価格

あくまき Ｂセット

10本
きなこ100g×２／黒砂糖100g×２

4,500円

申込番号 ＮK-003

本体
価格

あくまき Aセット

５本
きなこ100g×１／黒砂糖100g×１

2,900円

申込番号 K-102

本体
価格

薩摩のさつま

さつま産ひのひかり５kg
2,000円（1,852 円）

申込番号 K-103

本体
価格

薩摩川内ひのひかり

川内産ひのひかり５kg
2,000円（1,852 円）

送料込 送料込

送料込 送料込

※こずえそばとあくまきの商品は送料込の金額となっております。
※こずえそばの年内受付は12/20受付分までとなります。
※最終発送日は12/28となります。　

そばは年越しに欠かせない一品
年末のご挨拶に！

また、ご家族で食べてみませんか。

冷凍

冷凍

賞味期限
発送日より５日以内

賞味期限
発送日より２週間

※到着後冷凍保存可

懐かしいふるさとの味を贈りませんか。

ふるさと納税返礼品に
ＪＡ北さつまの農畜産物をご利用ください。
さつま町 伊佐市 薩摩川内

市

JA支所で
配布中!


